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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公表番号】特表2009-511521(P2009-511521A)
【公表日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-011
【出願番号】特願2008-534920(P2008-534920)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   ＺＮＡＥ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月5日(2009.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３１】
　請求項１～２４または２６のいずれかの薬学的組成物、あるいは請求項２５の方法にし
たがって産生されるような薬学的組成物を含む、疾患の予防、治療または改善のための医
薬。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項３２】
　前記疾患が、増殖性疾患、腫瘍性疾患、または免疫学的障害である、請求項３１の医薬
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３３】
　前記腫瘍性疾患が、悪性疾患、好ましくは癌である、請求項３２の医薬。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３４】
　前記二重特異性一本鎖抗体を、さらなる薬剤と組み合わせて含む、請求項３１～３３の
いずれかの医薬。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３５】
　前記薬剤が、非タンパク質性化合物またはタンパク質性化合物である、請求項３４の医
薬。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３６】
　前記薬剤が、免疫エフェクター細胞のための活性化シグナルを提供可能なタンパク質性
化合物である、請求項３５の医薬。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３７】
　前記タンパク質性化合物または非タンパク質性化合物が、請求項１～１８のいずれかに
定義するような二重特異性一本鎖抗体、請求項１９に定義するような核酸分子、請求項２
０～２２のいずれかに定義するようなベクター、または請求項２３に定義するような宿主
と同じ薬学的組成物中または別個の薬学的組成物中に含まれる、請求項３５または３６の
医薬。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項３８】
　疾患の予防、治療または改善が必要なヒトにおける、疾患の予防、治療または改善のた
めに使用される、請求項３１～３７のいずれか１項の医薬。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４０】
　請求項１～１８のいずれかに定義するような二重特異性一本鎖抗体の生物学的活性およ
び／または有効性を決定する方法であって、前記二重特異性一本鎖抗体を、ヒト以外の非
チンパンジー霊長類に投与し、そしてｉｎ　ｖｉｖｏ活性を測定する、前記方法。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４１】
　前臨床試験における、請求項１～１８のいずれかに定義するような二重特異性一本鎖抗
体のｉｎ　ｖｉｖｏ安全性および／または活性および／または薬物動態学的プロフィール
を評価するための前記二重特異性一本鎖抗体の使用であって、
（ｉ）ヒト以外の非チンパンジー霊長類に前記二重特異性一本鎖抗体を投与し、そして
（ｉｉ）前記非ヒト霊長類において、前記二重特異性一本鎖抗体の前記ｉｎ　ｖｉｖｏ安
全性および／または活性および／または薬物動態学的プロフィールを測定する工程を含む
、前記使用。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４２】
　請求項１～１８のいずれかに定義するような二重特異性一本鎖抗体の生物学的活性／安
全性／毒性を評価するための方法であって、
（ｉ）ヒト以外の非チンパンジー霊長類に前記二重特異性一本鎖抗体を投与し、
（ｉｉ）前記非ヒト霊長類における、前記二重特異性一本鎖抗体のｉｎ　ｖｉｖｏ安全性
および／または活性および／または薬物動態学的プロフィールを測定し、
（ｉｉｉ）該非ヒト霊長類における、前記二重特異性一本鎖抗体のｉｎ　ｖｉｖｏ安全性
および／または活性および／または薬物動態学的プロフィールを評価し、そして
（ｉｖ）前記二重特異性一本鎖抗体の有効でそして非毒性である用量を決定する
工程を含む、前記方法。
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